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教育広報

第39号平成11年5月31日発行

発行千代田区教育委員会

一人ひとりの思いを込めて 嬬恋自然体験交流教室

J
 

＊時代の変化に即した教育内容・教育環境の
四

主 一層の充実一一平成11 年度がスタートー—

な 千代田区教育委員会の教育目標（概要）

らい

記＊千代田図書館に来ぶらり

事＊気軽に語り合いましょう

心の教室相談員の活動から

広い畑にキャベツとジャガイモを植

えました。秋に会う時にどんなに大き

くなっているか楽しみです。

＊教育広報「かけはし」は資源保護の

ため再生紙を使用しています。



平成ll年度 学級数・在籍者数

平成ll年5月1日現在

区分 全学級数 新入生数 前年度比 在籍者数 前年度比

幼稚園 34 126 △56 418 △ 10 

小学校 86 393 35 2.469 △65 

I I 
l 

中学校 40 406 l 5 1,310 △86 l 
l 

千代田区教育委員会の教育目標 （概要）

平

成
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に
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、

富
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・
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を
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友
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定
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お

い
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決

さ

れ

た

平
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算

の
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ち
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介
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保
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中
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井
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保

田

で

実
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す

る

宿

泊

を

伴
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行
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経
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イ

ン

タ
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ト
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入
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報
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応

し
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一

層

充

実
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せ

ま

す
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イ
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ウ
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ト
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ス
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ど
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諸
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が
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ど
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に
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が
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、
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を
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と
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て
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・
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時代の変化にIPした :,-ロ
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千代田区敦育委員会は、教育基本法に則リ、 21世紀に向けて千代田区の教育の歴史

と伝統を継承 • 発展させ、心身ともに健康で千代田に誇リと愛着をもつ人間性豊かな

区民の育成を目指します。そのため、社会の変化に対応しつつ、学校教育、社会教育

の緊密な連携のもとに、誰もが生涯を通じて主体的に学ぶことができる生涯学習社会

の実現を図リ、もって、普遍的でしかも個性的な文化の創造と豊かな社会の形成に貢

献することを期して、次の視点を基本として、本区の教育を推進します。

1. 本区における少子高齢化、高度情報通信化、国際化など、社会の急激な変化に

伴う区民の学習意欲に対応し、家庭や地域社会とも密接な連携を図り、学校教育

や社会教育を充実し、区民の生涯にわたる学習環境の整備を図ります。

2. 学校教育においては、自他の生命を尊び、心身ともに健全で、社会連帯意識を

もち、信頼と尊敬の得られる区民の育成を目指し、生涯学習の基礎を培います。

とリわけ、 21世紀に向けた学校教育を目指し、時代の変化に即した教育内容・

教育環境の一層の充実を図リます。

3. 区民が自己実現と生きがいのある社会生活を営むため、区民の多様な学習意欲

を充足することのできる諸施策の推進を図ります。

また、今後とも生涯学習施設の充実を図リ、文化・スポーツ活動を含む学習活

動の機会や場の提供をよリ一層進めます。
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備
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ら
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会
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館
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・
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史
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岩
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に
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皆

さ

ん

は

図

書

館

っ

て

ど

ん
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と
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ろ

だ

と

思

い

ま

す
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。
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書
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し
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た
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っ

て

い

て
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＜
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楽

し
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な

リ

ま

し

た
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書

館
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気

軽

に
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書
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楽

し

ん

で

み

ま

せ

ん

か
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千

代
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区

役

所

の

隣

リ

の

千

代

田

図

書

館

を

ご

案

内

し

ま

す

。

館

内

の

本

は

、

誰

で

も

自

由

に

読

む

こ

と

が

で

き

ま

す

が

、

窓

の

眺

め

が

最

高

な

三

階

の

閲

覧

室

が

お

す

す

め

で

す

。

春

は

桜

が

と

っ

て

も

き

れ

い

で

す

し

、

今

な

ら

元

気

い

っ

ぱ

い

の

緑

と

青

空

が

あ

な

た

を

誘

い

ま

す
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や
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誌
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か
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C
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ー

プ

、

ビ

デ

オ

な

ど

は

、

簡

単

な

登

録

を

し

て

い

た

だ

け

れ

ば

、

千

代

田

図

書

館

を

は

じ

め

、

四

番

町

固

書

館

、

神

田

・

昌

平

両

ま

ち

か

ど

区

書

館

、

ち

よ

だ

パ

ー

ク

サ

イ

ド

プ

ラ

ザ

区

民

図

書

室

で

も

自

由

に

借

り

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。
図

書

館

で

は

、

ご

来

館

の

皆

さ

ん

が

安

心

し

て

、

快

適

に

ご

利

用

い

た

だ

け

る

よ

う

、

日

頃

よ

リ

館

内

の

レ

イ

ア

ウ

ト

や

環

境

整

借

に

努

め

て

い

ま

す

。

ま

た

「

図

書

館

に

は

ど

ん

な

本

が

あ

る

の

だ

ろ

う

」

と

か

、

「

こ

ん

な

事

を

調

べ

る

に

は

ど

う

し

た

ら

よ

い

か
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な

ど

の

疑
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の

リ

ク

エ

ス
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、

ま

た

お

気
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き
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点

な

ど

あ

り
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し

た
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お

気

軽

に

図
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館
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伝
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ヽ゚しこ
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ほ
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図

書

館
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除

籍

し

た

図

書

・

雑

誌
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無

料

配

布

（

リ

サ

イ

ク
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齢
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へ
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出
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学

図

書
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協
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設
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て

、
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を
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多
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て
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種
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っ
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ま
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＼
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そ
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の

日

午

前
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＼
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休
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月
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翌
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除
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理
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国
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の
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・
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別
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理
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書

館
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つ
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さ

わ

や
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読
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ら
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書
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し

な

く
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っ
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上

げ

ま

す
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、
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す
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。
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図書 館
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ft (3251) 564 1 
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神田 司町2-16
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●四番町図書館

所在地

四 番 町1
合 (3239)6357 

●ちよだパーク
サイドプラザ
区民図書室

所在地

神 田 和 泉 町1
云 (3864)8931 
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直

晨

]{

こ

ん

に

ち

は

図

書

館

専

門

員

で

す

。

探

し

て

い

る

本

が

見

つ

か

ら

な

い

図

書

館

の

二

階

に

「

郷

土

肖

料

・

参

考

調

査

室

」

が

で

き

ま

し

た

。

ち

ょ

っ

と

し

た

疑

周

や

千

代

田

区

に

つ

い

て

詳

し

く

調

べ

た

い

方

に

最

適

で

す

。

今

後

も

資

料

の

充

実

を

図

っ

て

い

き

ま

す

。

お

気

軽

に

の

ぞ

い

て

み

て

下

さ

い

。

本

は

ジ

ャ

ン

ル

別

に

分

類

し

て

い

ま

す

が

、

探

し

て

い

る

本

が

見

つ

か

ら

な

い

と

き

は

、

ご

自

分

で

も

検

索

用

の

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

を

使

っ

て

探

す

こ

と

が

で

き

ま

す

。

区

立

の

他

の

図

書

館

に

あ

る

本

は

取

り

寄

せ

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

（

予

約

）

平

成

十

一

年

度

よ

り

、

図

書

館

の

機

能

を

よ

リ

充

実

さ

せ

、

利

用

者

の

方

の

質

商

や

相

談

に

よ

リ

早

く

的

確

に

お

応

え

で

き

る

よ

う

に

五

人

の

専

門

員

が

仲

間

入

リ

し

ま

し

た

。

今

回

は

特

に

お

す

す

め

の

本

を

紹

介

し

て

も

ら

い

ま

し

こ
。

t
 

今

回

紹

介

し

ま

し

た

千

代

田

図

書

館

の

他

に

も

四

番

町

図

書

館

、

神

田

・

昌

平

両

ま

ち

か

ど

図

書

館

、

ち

よ

だ

パ

ー

ク

サ

イ

ド

ブ

ラ

ザ

区

民

図

書

室

が

あ

リ

ま

す

。

学

校

が

終

わ

っ

た

あ

と

や

、

お

勤

め

帰

リ

の

あ

な

た

も

ち

ょ

っ

と

寄

り

道

し

て

み

ま

せ

ん

か

。

釦貨~$$$$$$$$$$$拿没戎没没刃戎戎戎刃戎刃戎注：2

千

代

田

区

で

は

、

文

化

財

保

護

審

議

会

の

答

申

を

受

け

、

こ

れ

ま

で

の

三

十

件

に

加

え

、

有

形

文

化

財

一

件

と

有

形

民

俗

文

化

財

一

件

を

指

定

し

ま

し

た

の

で

紹

介

し

ま

す

。

有
形
文
化
財
（
彫
刻
）

「忍
髯
弧
匿
聾
雲
函
」

所

有

者

麹

町

6
|
4
心

法

寺

こ

の

像

は

、

鎌

倉

時

代

の

う

ち

で

も

十

二

世

紀

末

か

ら

十

＿

―

-

世

紀

初

め

ま

で

に

製

作

さ

れ

た

と

考

え

ら

れ

、

ヒ

ノ

キ

材

の

寄

木

造

り

・

漆

塗

り

で

、

座

高

は

109Crnあり
ま

す

。

平

安

時

代

後

期

彫

刻

の

面

影

を

残

す

鎌

倉

時

代

初

期

の

作

例

で

、

等

身

大

を

越

え

る

よ

う

な

大

き

さ

の

も

の

が

、

都

心

の

寺

院

に

遺

存

し

て

い

る

こ

と

は

大

変

貴

重

な

事

例

で

す

。

神

田

神

社

郷土資料などが揃った参考資料室 (2階）

子

供

た

ち

が

読

書

に

親

し

む

た

め

に

宮
渇

苧
i
竺

亭
”
邸
―

くつろぎの児童コーナー (l階 ）

ヽ
を
抜
け
出
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
事
件
を
巻
•

〉

.

.
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(

｀

＠

に

表

慧

互

豊

か

で

ど

特

に

岱

岱

芝

｀

最

中

の

ジ

ョ

ー

ジ

の

真

剣

な

顔

沖

ぺ

[

〉

、

、

'

ヽ

ヽ

．

ヽ

ヽ
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ヽ

9

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
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ヽ

く

、

、

殴
'

9
ン

キ

や

の

お

じ

さ

ん

た

隻

盈

等

に

し

て

5

泣

い

る

間

に

ア

パ

ー

ド

の

那

屋

を

み

ご

と

に

＇

g

）

八
＾

ご

2イヤ

’

ン

グ

ル

に

塗

り

替

え

て

し

ま

う

と

こ

忍

）
＇ 

：

ろ

が

お

ス

ス

メ

で

す

。

ぜ

ひ

手

に

と

っ

て

[

西

見

て

い

た

だ

き

た

い

と

思

い

ま

す

。
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,

、
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ヽ
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ヽ
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ヽ
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ヽ

ジ
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ヽ

ジ
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ヽ

＂

図

書

館

に

は

こ

う

し

た

絵

本

の

ほ

か

に

も

素

敵

な

本

が

た

く

さ

ん

あ

リ

ま

す

。

あ

な

た

も

き

っ

と

お

気

に

入

り

の

一

冊

を

見

つ

け

ら

れ

る

こ

と

で

し

ょ

う

。

た

だ

し

、

図

書

館

の

本

は

み

ん

な

の

本

で

す

。

汚

れ

た

手

で

さ

わ

っ

た

リ

、

お

菓

子

を

食

べ

な

が

ら

読

ん

だ

り

し

な

い

で

下

さ

い

ね

。

昨

今

、

子

供

た

ち

の

読

書

離

れ

が

心

配

さ

れ

て

い

ま

す

。

図

書

館

で

は

、

子

供

た

ち

が

読

ん

で

良

か

っ

た

、

と

思

え

る

本

に

出

会

う

喜

び

を

感

じ

て

欲

し

い

と

考

歪

て

い

ま

す

。

そ

の

た

め

、

昨

年

度

よ

リ

児

童

コ

ー

ナ

ー

の

充

実

を

図

っ

て

き

ま

し

た

。

友

達

や

家

族

と

一

緒

に

カ

ー

ペ

ッ

ト

に

大

き

な

絵

本

を

広

げ

る

こ

と

も

で

き

る

「

く

つ

ろ

ぎ

ス

ペ

ー

ス

」

な

ど

、

児

童

が

安

心

し

て

楽

し

み

な

が

ら

読

書

が

で

き

る

よ

う

に

エ

夫

し

ま

し

た

。

ま

た

、

今

後

児

童

向

け

の

お

は

な

し

会

．

紐

芝

居

な

ど

の

読

み

間

か

せ

サ

ー

ビ

ス

を

計

画

し

て

い

ま

す

。有
形
民
俗
文
化
財

「飼
覧
芯
椰
」

所

有

者

外

神

田

2
_
16
_
2

夏
A
ゞ
ぐ
ぺ
喜
A
ゞ
い
ぐ
ぺ
ふ
ゞ
バ
ぶ
ざ
A
入
ゞ
ぐ
ぐ
ぷ
入
忍
ぐ

翫
〖
羹
ー
i

口

m
-
:

i
s
習

ジ

天

水

桶

は

、

大

き

な

寺

院

や

神

社

等

で

見

ら

れ

る

屋

根

に

降

っ

た

雨

水

を

溜

め

て

お

く

桶

の

こ

と

で

す

。

溜

ま

っ

た

水

は

、

防

火

用

水

と

し

て

も

利

用

さ

れ

ま

し

た

。

神

田

神

社

の

天

水

桶

は

、

左

右

一

対

で

、

そ

れ

ぞ

れ

高

約

1
m、幅
約

口

m、行
約

国

mと

大

き

な

も

の

で

す

。

弘

化

四

年

（

西

暦

一

八

四

七

年

）

に

奉

納

さ

れ

ま

し

た

。

碑

文

に

は

数

多

く

の

銘

文

が

刻

ま

れ

て

お

り

、

江

戸

時

代

の

神

田

神

社

と

周

辺

の

人

々

と

の

関

わ

り

を

考

え

る

上

で

、

貴

重

な

資

料

で

す

。

5
 

4
 



心
の
教
室
相
談
は
、
相
談
邑
と
生
徒
が
放
課

後
な
ど
に
校
内
の
諸
施
設
を
利
用
し
て
、
学
校

の
教
育
活
動
の
中
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
悩
み

や
相
談
ご
と
、
さ
ら
に
は
学
習
に
係
わ
る
周
題

な
ど
を
気
軽
に
話
し
合
っ
た
り
、
趣
味
的
な
活

動
を
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
中
学
校
生
活
に
ゆ

と
り
を
も
て
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域

と
学
校
と
の
連
携
や
学
校
の
教
育
活
動
の
支
援

を
行
い
ま
す
。

相
談
員
の
方
は
、
地
域
の
方
や
学
校
O
B
、

元
数
負
、
学
生
な
ど
多
彩
で
す
。
名
中
学
校
に

数
名
ず
つ
配
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
活

談
員
の
方
が
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
他
の
区
立
中
学
校
に
お
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
員
の
方
が
、
同
様
に
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
こ
れ
ら
の
活
動
を
適
し

て
、
よ
リ
一
層
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
教
育
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

9
9桧

投
滋

女

贔

0
魯
畠
Q
魯

一
人
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

6
3
2
5
6
,
8
1
4
0
 

教
育
研
究
所
の
教
育
相
談

神
田
さ
く
ら
館

6
階
の
区
立
教
育
研
究
所
で

は
、
幼
児
・
児
童
•
生
徒
、
お
よ
び
そ
の
保
護

者
を
対
象
に
数
育
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
を
休
み
が
ち
な
子
ど

も
や
、
学
校
に
行
き
た
が
ら
な
い
子
ど
も
の
た

め
に
、
自
立
性
を
養
う
適
応
指
導
教
室
「
白
鳥

教
室
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

お
周
い
合
せ
は

教
育
相
談
部

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

区
立
の
名
中
学
校
に
は
、
区
立
教
育
研
究
所

か
ら
教
育
相
談
専
門
呉
が
派
遣
さ
れ
て
い
て
｀

生
徒
や
保
護
者
の
方
の
悩
み
事
な
ど
の
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。
小
学
校
に
も
、
必
要
に
応
じ

て
訪
商
い
た
し
ま
す
。（
各
学
校
に
お
問
い
合

せ
下
さ
い
。
）

教
育
委
員
会
の
い
じ
め
電
話
相
談

い
じ
め
を
受
け
て
い
る
、
い
じ
め
を
し
て
い

る
よ
う
だ
と
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
お
早
め
に

お
電
話
を
。

6
3
2
6
4
,
4
3
9
7
（直
通
）

心
の
教
室
相
談
員
と
は

寧傘霙傘）傘寧寧亭叩傘亭亭傘亭傘叩攣亭寧亭寧寧 亭

麹
町
中

茶
道
を
通
し
て
日
本
の
文
化
を
学
ん
で
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
人
を
も
て
な
し
、
も
て
な
さ
れ

る
際
の
作
法
に
は
、
張
り
つ
め
た
緊
張
も
あ
り

ま
す
が
、
お
茶
や
お
菓
子
を
い
た
だ
く
中
で
、

ほ
っ
と
す
る
瞬
間
に
ゆ
と
リ
が
生
ま
れ
ま
す
。

そ
ん
な
時
、
生
徒
た
ち
の
心
は
と
て
も
素
直
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

一
気
軽
に
語
り
合
い
ま
し
ょ
＿
つ
心
の
教
室
相
談
員
の
活
動
か
ら

一

近
年
、
青
少
年
の
周
題
行
動
が
大
き
な
課
題
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
相
談
国
の
お
一
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
中
学
生
が
商
で
、
一
橋
中
学
校
で
活
動
さ
れ
て
い
る
影
山
純

題
行
動
を
起
こ
す
要
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
生
子
相
談
貝
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

徒
た
ち
に
悩
み
や
不
安

・
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た

め
、
悩
み
な
ど
を
気
軽
に
話
せ
、
ス
ト
レ
ス
を

和
ら
げ
る
こ
と
の
で
き
る
第
三
者
的
な
人
を
身

近
に
配
置
し
、
生
徒
が
心
の
ゆ
と
り
を
も
て
る

よ
う
な
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
が
緊
急
に
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
千
代
田
区
教
育
委
呉

会
で
は
昨
年
か
ら
名
区
立
中
学
校
に
「
心
の
教

室
相
談
負
」
を
配
置
し
て
き
ま
し
た
。
「
心
の

毅
室
相
談
邑
」
と
は
ど
う
い
う
人
で
、
学
校
で

は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

「
生
き
た
経
済
学
」
を
学
ぶ

去
る
四
月
十
二
日
、
米
国
シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ

会
長
ジ
ョ
ン
・
リ
ー
ド
氏
が
麹
町
中
学
校
に
来

校
し
、
”
特
別
授
業
“
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

授
業
は
、
子
供
た
ち
に
経
済
を
通
じ
て
、
生
き

た
社
会
の
仕
組
み
を
正
し
く
理
解
し
、
自
立
的

に
生
き
て
い
く
智
恵
を
付
け
て
も
ら
お
う
と
い

う
理
念
を
持
っ
た
非
営
利
団
体
の
ジ
ュ
ニ
ア

・

ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
の
仲
介
で
実
現
し
た
も
の
で

す
。生

徒
た
ち
は
、
特
別
授
業
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な

経
済
感
覚
を
肌
で
感
じ
、
人
と
接
す
る
こ
と
の

大
切
さ
や
意
思
決
定
す
る
力
の
必
要
性
な
ど
、

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
の
教
育
に
必
要
と
さ
れ

る
「
生
き
る
力
」
を
学
び
ま
し
た
。
生
徒
か
ら

は
、
た
く
さ
ん
の
質
周
が
出
て
、
社
会
経
済
に

つ
い
て
関
心
が
高
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か

いきいき ． わくわく
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麹町小
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一年生をむかえる会でみんな仲良し

番呵幼

和泉小

放
課
後
の
活
動
な
の
で
、
特
間
的
な
制
約
が

あ
リ
一
人
一
人
と
じ
っ
く
リ
話
せ
な
い
こ
と
が

残
念
で
す
。

今
の
子
供
た
ち
も
、
と
て
も
素
直
で
す
。
人

ほ

を
も
て
な
す
喜
び
や
、
人
か
ら
認
め
ら
れ
誉
め

ら
れ
る
喜
び
方
を
観
て
い
る
と
、
基
本
的
に
は

何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
む
し
ろ

私
た
ち
大
人
の
見
方
に
肉
題
が
あ
る
の
で
は
な

し

い
で
し
ょ
う
か
。
強
い
て
言
え
ば
、
今
の
子
ど

も
は
時
間
に
追
わ
れ
て
い
て
、
ち
ょ
っ
と
寄
リ

道
す
る
よ
う
な
余
裕
が
無
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

先
生
や
子
供
た
ち
と
の
信
顆
閑
係
を
大
切
に

し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
困
っ
た
と
き
は
話

し
合
っ
た
リ
、
協
力
し
合
っ
た
リ
し
て
、
お
互

い
に
支
え
合
っ
て
い
け
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
子
供
た
ち
が
何
で
も
挑
戦
し
よ

う
と
す
る
気
持
ち
を
私
た
ち
大
人
が
大
事
に
し

て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

順
序
立
て
て
覚
え
る
こ
と
を
拒
否
す
る
傾
向

の
世
代
の
子
ど
も
が
、
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん

で
く
れ
る
こ
と
。
子
供
た
ち
の
素
直
さ
を
実
感

一
橋
中
学
校
で
は
、
こ
の
活
動
を
「
ゆ
と
り

談
話
室
」
と
名
付
け
、
他
に
も
伝
承
遊
び
や
工

作
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
を
通
し
て
生
徒
と
ふ
れ
あ
っ
て
下
さ
る
相

相
談
員
を
や
っ
て
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
は

保
護
者
の
み
な
さ
ん
に
望
む
こ
と
は

昔
と
比
べ
、
現
代
の
子
ど
も
は

生
徒
と
接
す
る
に
あ
た
っ
て

難
し
い
と
思
っ
た
こ
と
は

海
外
交
流
の
際
、
生
徒
自
身
で
英
国
の
お
友

た

達
に
お
茶
を
点
て
て
も
て
な
し
て
欲
し
い
。
自

分
の
国
の
文
化
を
、
自
分
の
手
で
伝
え
て
あ
げ

ら
れ
た
ら
、
と
て
も
う
れ
し
い
。

今
後
も
、
た
く
さ
ん
の
生
徒
の
皆
さ
ん
や
先

生
方
に
気
軽
に
こ
の
茶
室
に
来
て
い
た
だ
き
、

お
茶
を
楽
し
み
な
が
ら
楽
し
く
語
リ
合
い
、
先

生
と
生
徒
の
立
場
を
越
え
た
、
教
室
と
は
違
う

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
空
間
の
提
供
が
で
き
れ
ば
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

g―― 

今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
下
さ
い

で
き
た
こ
と
。
そ
し
て
、
続
け
て
来
て
く
れ
る

こ
と
が
何
よ
リ
も
う
れ
し
い
で
す
。
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春
先
か
ら
晩
秋
ま
で
の
間
、
路
地

に
接
し
た
わ
が
家
の
小
さ
な
庭
の
一

隅
に
努
め
て
目
を
配
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
そ
こ
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
株

が
あ
る
か
ら
だ
。
家
で
は
だ
れ
も
種

を
ま
い
た
り
株
を
植
え
た
り
し
た
記
憶
は
な
い

か
ら
お
そ
ら
く
自
生
で
は
な
い
か
。
鳥
か
風
に

運
ば
れ
た
種
が
運
よ
く
根
づ
い
た
の
で
は
な
い

か
と
想
像
し
て
い
る
。

ッ
ツ
ジ
の
葉
の
陰
に
小
さ
な
芽
株
を
見
つ
け

た
の
は
五
年
ほ
ど
前
の
春
先
だ
っ
た
。
何
の
芽

か
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
雑
草
と
も
思
え
な
い

の
で
成
長
を
観
察
し
な
が
ら
様
子
を
見
る
こ
と

に
し
た
。
乏
し
い
知
識
や
図
鑑
の
た
ぐ
い
を
頼

る
い
す
し

り
に
あ
れ
こ
れ
類
推
し
て
い
る
う
ち
に
芽
が
茎

に
変
わ
り
、
先
端
が
ま
ぎ
れ
も
な
く
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
の
特
徴
を
現
し
て
き
た
。

野
菜
の
行
商
に
来
た
近
在
の
農
家
の
年
寄
り

に
言
わ
せ
る
と
「
ア
ス
パ
ラ
は
株
を
移
植
し
て

み
し
ょ
う

育
て
る
も
の
だ
が
、
実
生
と
し
た
ら
め
ず
ら
し

い
」
そ
う
で
あ
る
。
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
一
般
に

ふ
と

二
年
ほ
ど
か
け
て
株
を
肥
ら
せ
る
の
が
段
取
り

だ
が
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
育
っ
て
い
た
ら
し

い
。
思
い
が
け
ず
し
ゃ
れ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も

ら
っ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

伸
び
始
め
る
と
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
成
長
は
早

い
。
四
月
下
旬
に
は
二
十

em
く
ら
い
に
育
ち
、

十
数
本
が
食
べ
ご
ろ
に
な
っ
た
。
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
は
私
の
大
好
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
家
人
に

「
こ
の
子
は
と
て
も
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
ね
」
と

機
先
を
制
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。 ’ 

こ
う
し
て
に
わ
か
に
我
が
家
の
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
の
行
く
末
が
気
に
な
り
始
め
た
。
や
わ
ら
か

く
み
ず
み
ず
し
い
地
場
産
の
本
物
で
あ
る
。
あ

い
に
く
路
地
は
結
構
往
来
が
あ
り
、
朝
晩
は
犬

の
散
歩
コ
ー
ス
に
も
当
た
っ
て
い
る
。
栽
培
し

っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
な
い
だ
け
に
摘
ま
れ
て
し

ま
う
か
も
し
れ
な
い
し
、
路
地
の
角
だ
か
ら
犬

が
片
足
を
あ
げ
る
好
位
置
で
も
あ
る
。
と
い
っ

小

｀

札

h
仙

叫

川

闊

加
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ぷ

す

い

て
摘
み
と
り
を
禁
じ
る
表
示
も
無
粋
で
あ
る
。

し

あ

ん

思
案
し
て
い
る
う
ち
初
々
し
い
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

に
入
学
し
た
ば
か
り
の
子
供
た
ち
の
姿
が
重
な

っ
た
。
そ
こ
で
、
黄
色
い
帽
子
を
か
ぶ
り
[
-

年
生
]
の
名
札
を
付
け
た
子
ど
も
の
絵
を
描
い

さ

た
木
札
を
作
り
、
株
の
根
元
に
挿
し
て
お
い
た
。

幸
い
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
順
調
に
育
っ
た
。
五

月
に
な
る
と
密
生
し
た
茎
が
一

m
く
ら
い
に
伸

な
か
ざ
わ
た
か
し

区
立
小
学
校
長
会
長

想随

き
ょ
う
い
く

び
、
黄
緑
色
の
や
わ
ら
か
な
綿
毛
の
よ
う
な
細

い
葉
を
枝
い
っ
ぱ
い
に
広
げ
た
。
小
さ
な
釣
鐘

じ
ょ
う

状
の
緑
白
色
の
花
も
つ
け
て
い
る
。
と
て
も
食

ベ
慣
れ
た
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
と
同
じ
物

と
は
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
変
身
で
あ
る
。
ふ

っ
く
ら
と
し
た
細
い
枝
々
が
路
地
に
張
り
出
し

雨
の
日
は
た

っ
ぷ
り
含
ん
だ
露
が
通
る
人
を
濡

ら
す
。
こ
う
な
る
と
枝
を
ゆ
わ
え
た
り
庭
の
ほ

う
に
引
き
寄
せ
た
り
始
末
に
追
わ
れ
る
。

伸
び
す
ぎ
た
枝
を
摘
み
、
春
先
に
挿
し
た
絵

札
を
抜
こ
う
と
し
て
い
た
時
で
あ
る
。
ふ
と
、

こ
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
も
と
も
と
子
供
た
ち
の

つ
か

た
め
に
遣
わ
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
気
が
つ

い
た
。
絵
人
形
を
脇
に
置
い
た
の
も
、
ど
こ
か

で
子
ど
も
を
意
識
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
い

か
。
子
ど
も
に
返
す
な
ら
花
盛
り
の
今
ほ
ど
ふ

さ
わ
し
い
と
き
は
な
い
だ
ろ
う
。

翌
日
。
早
朝
の
電
車
で
摘
ん
だ
ば
か
り
の
アの

ぞ

ス
パ
ラ
ガ
ス
の
花
束
を
運
び
、
全
校
朝
会
に
臨

ん
だ
。
子
供
た
ち
は
好
奇
心
に
あ
ふ
れ
ク
イ
ズ

が
大
好
き
で
あ
る
。
「
こ
れ
は
野
菜
で
す
。
さ

て
そ
の
正
体
は
」
と
問
い
か
け
、
推
理
を
楽
し

ん
で
か
ら
い
き
さ
つ
を
話
し
た
。
朝
会
の
後
、

花
瓶
に
挿
し
て
昇
降
口
に
飾
っ
た
。

さ
か

以
来
、
盛
り
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
紹
介
を
恒

例
と
し
、
今
年
も
出
番
が
近
い
。
ち
な
み
に
花

言
葉
は
「
私
に
敵
は
な
い
」
だ
そ
う
で

あ
る
。

新
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
て
―

一ヶ
月
、
新
人
生

や
新
園
児
た
ち
も
、
学
校
や
園
の
生
活
を
元
気

一
杯
に
過
ご
し
て
い
る
こ
と
で
も
ょ
う
。

子
供
た
ち
は
、
学
校
や
園
の
生
活
の
中
で

日
々
新
し
い
こ
と
を
学
び
、
タ
ケ
ノ
コ
の
よ
う

に
す
く
す
く
と
育
っ
て
い
き
ま
す
。
子
供
た
ち

の
新
し
い
発
見
や
体
験
は
、
大
人
が
思
う
以
上

に
大
き
な
感
動
で
心
を
弾
ま
せ
ま
す
。
そ
の
感

動
を
生
む
―
つ
に
読
書
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

一
冊
の
本
が
、
子
ど
も
に
夢
や
希
望
を
与
え
、

世
界
観
を
広
げ
る
な
ど
、
豊
か
な
心
を
育
み
ま

す
。
ま
た
、
読
書
は
子
ど
も
に
も
大
人
に
も
ゆ

と
り
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
利
用
し
や
す

い
図
書
館
で
、
す
て
き
な
感
動
と

―
つ
の
ゆ
と

り
の
時
を
手
に
さ
れ
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

今
号
で
は
、
心
の
教
室
相
談
員
の
活
動
を
紹

介
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち
が
、
慣
れ
な
い
正
座

た

で
熱
心
に
お
茶
を
点
て
て
い
る
姿
が
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。
子
供
た
ち
は
様
々
な
人
と
ふ
れ

あ
い
学
ぶ
こ
と
で
、
強
く
健
や
か
に
成
長
し
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
か
け
は
し
」
に
つ
い
て
の
ご
意
見

・
ご
感

想

・
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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